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国
際
広
報
メ
デ
ィ
ア
研
究
科



第
一
章

国
際
広
報
メ
デ
ィ
ア
研
究
科
の
創
設

第
一
節

創
設
ま
で
の
経
緯

来
る
べ
き
新
世
紀
の
夜
明
け
と
も
い
え
る
二
〇
〇
〇
（
平
成
一
二
）
年
四
月
、
こ
れ
か
ら
の
多
文
化
情
報
社
会
を
リ
ー
ド
す
る
人
材

と
研
究
の
創
出
と
い
う
社
会
の
要
請
に
応
え
る
べ
く
、
国
際
広
報
メ
デ
ィ
ア
研
究
科
は
設
立
さ
れ
た
。
お
り
し
も
、
新
聞
・
テ
レ
ビ
で

は
、
国
立
大
学
の
独
立
法
人
化
の
動
き
が
盛
ん
に
論
議
さ
れ
、
全
国
の
大
学
で
様
々
な
大
学
改
革
が
推
し
進
め
ら
れ
て
い
る
と
き
で

あ
っ
た
。
研
究
科
の
中
心
母
体
で
あ
る
言
語
文
化
部
に
お
い
て
も
、
創
設
当
初
か
ら
大
学
院
の
設
立
に
向
け
て
た
ゆ
ま
な
い
努
力
が
な

さ
れ
て
き
た
が
、
本
研
究
科
の
直
接
の
原
案
を
作
成
す
る
こ
と
に
な
る
「
大
学
院
構
想
推
進
委
員
会
」
は
、
一
九
九
七
年
に
そ
れ
ま
で

の
「
学
部
・
大
学
院
構
想
推
進
委
員
会
」
お
よ
び
「
二
一
世
紀
の
外
国
語
教
育
の
あ
り
方
検
討
特
別
委
員
会
」
を
発
展
解
消
す
る
形
で

設
置
さ
れ
た
。

筑
和
正
格
教
授
を
委
員
長
（
一
年
後
の
言
語
文
化
部
長
就
任
に
と
も
な
い
、
山
田
吉
二
郎
教
授
に
交
代
）、
大
平
具
彦
教
授
、
杉
浦

秀
一
助
教
授
を
副
委
員
長
と
す
る
大
学
院
構
想
推
進
委
員
会
は
年
間
四
〇
回
を
超
え
る
委
員
会
を
開
催
す
る
な
ど
精
力
的
に
活
動
を
行

い
、
言
語
と
文
化
に
関
す
る
知
識
と
実
践
力
を
も
と
に
、
国
際
貢
献
が
で
き
る
よ
う
な
人
材
を
養
成
し
よ
う
と
の
考
え
か
ら
、
従
来
の

学
問
の
枠
に
と
ら
わ
れ
な
い
新
し
い
大
学
院
像
を
模
索
し
た
。
来
る
べ
き
二
一
世
紀
を
見
据
え
、
真
の
国
際
化
は
日
本
の
文
化
や
言
語

に
対
す
る
深
い
理
解
に
基
づ
く
べ
き
も
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
、
こ
れ
か
ら
の
国
際
社
会
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
マ
ル
チ
メ

デ
ィ
ア
の
知
識
は
不
可
欠
で
あ
る
と
の
認
識
か
ら
、
留
学
生
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
情
報
メ
デ
ィ
ア
教
育
研
究
総
合
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
の

も
と
、
一
九
九
九
年
五
月
に
最
終
案
で
あ
る
「
国
際
広
報
メ
デ
ィ
ア
研
究
科
設
置
構
想
」
を
ま
と
め
あ
げ
た
。
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そ
れ
は
、
地
球
規
模
に
お
け
る
多
文
化
共
存
の
時
代
に
対
応
で
き
る
実
践
的
な
提
言
を
行
う
斬
新
な
学
問
領
域
「
国
際
広
報
メ
デ
ィ

ア
学
」
の
創
出
と
二
一
世
紀
社
会
に
求
め
ら
れ
る
国
際
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
国
際
広
報
専
門
家
の
養
成
を
研
究
科
設
置
の
基
本
的
な
目

的
と
し
て
、
民
間
の
総
合
研
究
所
と
の
連
携
講
座
や
大
学
院
レ
ベ
ル
で
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
制
度
導
入
と
い
っ
た
斬
新
な
組
織
作
り

を
目
指
す
も
の
で
あ
っ
た
。
同
時
に
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
・
シ
ス
テ
ム
や
段
階
別
科
目
群
の
設
定
、
働
き
な
が
ら
学
ぶ
社
会
人
に
配
慮
し

た
夜
間
授
業
開
講
な
ど
体
系
的
か
つ
行
き
届
い
た
教
育
シ
ス
テ
ム
が
同
構
想
に
盛
り
込
ま
れ
た
。

第
二
節

研
究
科
設
置

同
構
想
に
基
づ
く
設
置
計
画
は
、
一
九
九
九
年
五
月
の
文
部
省
に
よ
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
お
よ
び
十
月
の
大
学
設
置
・
学
校
法
人
審
議
会

に
よ
る
実
地
審
査
を
経
て
、
十
二
月
に
は
、
正
式
承
認
さ
れ
た
。
設
置
構
想
実
現
の
見
通
し
が
高
ま
る
の
と
並
行
し
て
、
学
内
に
お
い

て
は
、
冨
田
房
男
副
学
長
を
座
長
と
す
る
「
国
際
広
報
メ
デ
ィ
ア
研
究
科
新
設
に
関
す
る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
」
が
設
置
さ
れ
た
。

ま
た
、
言
語
文
化
部
、
留
学
生
セ
ン
タ
ー
、
情
報
メ
デ
ィ
ア
教
育
研
究
総
合
セ
ン
タ
ー
の
協
力
の
下
、
設
立
後
の
速
や
か
な
入
試
や
教

務
体
制
の
確
立
に
向
け
て
各
種
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
が
設
置
さ
れ
、
準
備
は
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
た
。

こ
う
し
て
二
〇
〇
〇
年
四
月
一
日
、
大
平
具
彦
教
授
を
初
代
研
究
科
長
と
し
て
国
際
広
報
メ
デ
ィ
ア
研
究
科
が
発
足
を
み
る
に
至
り
、

四
月
三
日
に
は
、
丹
保
憲
仁
総
長
な
ら
び
に
前
出
吉
光
、
冨
田
房
男
両
副
学
長
を
迎
え
、
関
係
者
を
交
え
て
開
設
式
が
行
わ
れ
た
。
初

年
度
の
歳
出
予
算
は
、
二
五
八
〇
万
四
〇
〇
〇
円
。
新
規
の
建
物
の
た
め
の
予
算
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
、
言
語
文
化
部
の
建
物

の
一
部
を
改
修
し
学
生
研
究
室
に
充
て
、
教
室
も
借
用
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
事
務
は
、
事
務
員
一
名
と
事
務
補
助
員
二
名
が
増
員
さ

れ
、
川
村
洋
城
事
務
室
長
の
も
と
に
、
言
語
文
化
部
と
共
通
の
事
務
室
が
お
か
れ
た
。
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第
三
節

第
一
回
入
試

研
究
科
開
設
後
、
最
初
の
大
仕
事
は
学
生
募
集
と
入
学
試
験
の
実
施
で
あ
っ

た
（
写
真
１
）。
四
月
三
日
（
月
）
か
ら
七
日
（
金
）
ま
で
わ
ず
か
五
日
間
の

募
集
期
間
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
関
係
者
に
よ
る
事
前
の
周
到
な
広
報
活
動
が
功

を
奏
し
、
博
士
前
期
（
修
士
）
課
程
二
七
名
の
定
員
に
対
し
七
〇
名
の
応
募
者

を
集
め
た
（
博
士
後
期
課
程
は
二
〇
〇
二
年
度
か
ら
一
四
名
の
募
集
を
予
定
し

て
い
る
）。
試
験
は
十
五
日
（
土
）
に
筆
答
試
験
（
英
語
と
小
論
文
）、
翌
十
六

日
（
日
）
に
口
述
試
験
が
行
わ
れ
、
社
会
人
一
二
名
と
留
学
生
三
名
を
含
む
三

四
名
の
合
格
者
を
決
定
し
た
。
第
一
回
の
入
試
は
、
社
会
人
の
応
募
が
三
〇
人

に
上
り
、
合
格
者
も
当
初
の
想
定（
若
干
名
）を
大
き
く
上
回
る
一
二
名
と
な
っ

た
こ
と
が
特
筆
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
本
研
究
科
の
性
格
や
学
問
内
容
に
対
す
る

注
目
度
の
高
さ
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
社
会
人
の
再
学
習
ニ
ー
ズ
の
高
い
こ
と

を
改
め
て
感
じ
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
が
明
け
た
五

月
八
日
の
第
一
学
期
授
業
開
始
を
も
っ
て
、
研
究
科
は
本
格
的
に
動
き
だ
し
た
。

写真１ 第１回入学式（２０００年５月１日）終了後、言語文化部校舎前にて
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第
二
章

教
育
・
研
究
体
制
と
そ
の
特
徴

第
一
節

各
講
座
の
概
要

多
様
な
文
化
と
言
語
を
も
つ
も
の
同
士
が
、
隣
り
合
っ
て
共
存
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
二
一
世
紀
に
お
い
て
、
互
い
の
異
質

さ
を
認
め
た
上
で
、
い
か
に
対
話
に
よ
る
歩
み
寄
り
を
可
能
に
す
る
か
と
い
う
問
題
を
研
究
し
、
ま
た
、
こ
の
観
点
か
ら
実
際
に
国
際

社
会
で
貢
献
で
き
る
よ
う
な
人
材
を
育
て
る
と
い
う
設
立
理
念
に
し
た
が
っ
て
、
本
研
究
科
に
は
、
次
表
の
よ
う
な
六
講
座
一
分
野
が

設
置
さ
れ
た
（
表
１
参
照
）。

こ
の
う
ち
、
公
共
伝
達
論
講
座
と
国
際
広
報
論
講
座
を
基
幹
講
座
と
し
、
あ
と
の
四
つ
を
協
力
講
座
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
国
際
広

報
戦
略
論
分
野
は
、
野
村
総
合
研
究
所
と
の
連
携
講
座
と
い
う
新
し
い
形
態
を
と
っ
て
、
研
究
科
の
社
会
と
の
密
接
な
関
わ
り
を
反
映

す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

第
二
節

実
践
志
向
の
教
官
と
教
育
体
制

こ
れ
ら
の
講
座
を
担
当
す
る
教
官
は
、
講
座
専
任
教
官
二
三
名
（
教
授
一
二
名
、
助
教
授
一
一
名
）
と
科
目
担
当
三
六
名
（
教
授
一

五
名
、
助
教
授
二
一
名
）
の
計
五
九
名
か
ら
な
る
。
う
ち
、
六
名
の
教
官
は
、
二
〇
〇
〇
年
四
月
一
日
付
け
で
、
言
語
文
化
部
よ
り
配

置
換
え
に
な
っ
た
。
基
幹
講
座
の
公
共
伝
達
論
講
座
に
は
、
言
語
文
化
部
か
ら
山
田
吉
二
郎
教
授
、
読
売
新
聞
北
京
支
局
長
、
論
説
委

員
等
を
歴
任
し
た
高
井
潔
教
授
が
、
そ
し
て
、
国
際
広
報
論
講
座
に
は
野
村
総
合
研
究
所
研
究
理
事
を
務
め
た
小
早
川
護
教
授
が
発
令
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担 当 授 業 科 目 名
多様文化相関論
マスメディア論
ジェンダー論
公共伝達倫理学
公共伝達表現論
公共文化政策論
公共伝達論
公共合意形成論
マイノリティ論
広報企画論
国際広報マーケティング論
国際広報文化社会論
国際社会調査論
国際広報戦略論
広報メディア論
企業広告論
国際文化形成論
現代都市文化論
国際地域文化論
現代北米地域文化論
現代欧州地域文化論
現代欧州地域文化論
現代欧州地域文化論
現代欧州地域文化論
国際地域文化比較論
現代メディア文化論
国際北方地域交流論
現代中国地域文化論
言語伝達論
民衆言語伝達論
国際言語伝達論
言語説得技術論
言語説得技術論
文章説得技術論
文章説得技術論
文章説得技術論
多言語環境論
多様社会言語論
メディア言語伝達論
メディア言語解析論
メディア言語解析論
多言語比較論
言語説得技術論
言語説得技術論
文章説得技術論
多言語相関論
日本言語文化論
比較日本文化論
多元文化社会論
比較日本語論
日本語教育方法論
多元文化社会論
多元文化社会論
日本語伝達技術論
日本語伝達技術論
日本語伝達技術論
マルチメディア表現論
マルチメディア環境論
マルチメディア応用論
マルチメディア環境論
マルチメディア応用論

担 当 教 官 名
◎ 教 授 山 田 吉二郎
◎ 教 授 高 井 潔 司
教 授 井 上 和 子
教 授 石 橋 道 大

◎ 助教授 久 保 美 織
◎ 助教授 橋 本 聡
助教授 杉 浦 秀 一
助教授 鈴 木 純 一
助教授 宮 下 雅 年

◎ 教 授 小早川 護

◎ 助教授 伊 藤 直 哉
助教授 遊 川 和 郎

◎ 教 授 高 橋 琢 磨
◎ 教 授 宮 部 潤一郎
◎ 助教授 小 林 正 樹
◎ 教 授 大 平 具 彦
◎ 教 授 筑 和 正 格
教 授 高 橋 吉 文
教 授 伊 藤 章
教 授 小 川 泰 寛
教 授 吉 田 徹 也
教 授 西 昌 樹
教 授 古 賀 弘 人

◎ 助教授 竹 中 のぞみ
◎ 助教授 西 村 龍 一
助教授 宇佐見 森 吉
助教授 清 水 賢一郎

◎ 教 授 栗 原 豪 彦
◎ 教 授 高 橋 宣 勝
教 授 西 堀 ゆ り
教 授 簗 田 憲 之
教 授 野 澤 俊 敬
教 授 佐 藤 拓 夫
教 授 池 澤 克 夫
教 授 工 藤 正 廣

◎ 助教授 河 合 靖
◎ 助教授 江 口 豊
助教授 上 田 雅 信
助教授 ナ ロ ッ ク
助教授 園 田 勝 英
助教授 奥 聡
助教授 スティプルトン
助教授 寺 田 龍 男
助教授 山 田 義 裕
助教授 佐 藤 俊 一

◎ 教 授 バックハウス
◎ 教 授 常 田 益 代
教 授 米 山 道 男

◎ 助教授 山 下 好 孝
◎ 助教授 小 林 ミ ナ
助教授 関 道 子
助教授 フ ィ ル コ ラ
助教授 小 林 由 子
助教授 中 村 重 穂
助教授 柳 町 智 治

◎ 教 授 野 坂 政 司
◎ 助教授 田 邉 鉄
助教授 石 川 克 知

助教授 園 田 勝 英

講 座 名 等
公共伝達論講座
（基幹講座）

国際広報論講座
（基幹講座）

国際広報戦略論分野
（連携分野）

国際地域文化論講座
（協力講座）

言語伝達論講座
（協力講座）

日本言語文化論講座
（協力講座）

マルチメディア表現論講座
（協力講座）

表１ 初年度授業科目担当表

◎＝講座専任教官
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さ
れ
た
。
ま
た
、
野
村
総
合
研
究
所
と
の
連
携
講
座
に
お
い
て
は
、
高
度
な
実
務
経
験
を
も
つ
企
業
人
が
教
官
と
な
っ
て
い
る
な
ど
、

学
問
の
実
践
性
が
強
く
意
識
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
実
践
志
向
は
、
二
〇
〇
一
年
度
か
ら
の
開
講
が
予
定
さ
れ
て
い
る
読
売
新

聞
本
社
と
電
通
本
社
に
よ
る
連
携
講
義
に
よ
り
、
さ
ら
に
強
化
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

学
生
一
人
一
人
に
、
教
官
が
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
い
う
か
た
ち
で
学
問
や
生
活
面
で
親
身
な
助
言
を
あ
た
え
、
社
会
人
の
た
め
の
六
講

目
開
講
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
各
授
業
科
目
ご
と
に
、
詳
し
い
文
献
リ
ス
ト
や
課
題
の
論
点
な
ど
を
明
記
し
た
数
ペ
ー
ジ
に
お
よ
ぶ
シ

ラ
バ
ス
が
作
成
さ
れ
、
学
生
研
究
室
に
お
い
て
も
朝
ま
で
灯
り
が
消
え
る
こ
と
の
な
い
日
が
続
く
な
ど
、
研
究
科
は
、
新
し
い
組
織
誕

生
の
息
吹
に
満
ち
あ
ふ
れ
た
。
な
お
二
〇
〇
一
年
度
か
ら
は
、
新
入
生
宿
泊
研
修
の
実
施
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
の
開
催
お
よ
び
実
社
会
が
抱
え
る
問
題
に
対
し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
チ
ー
ム
を
編
成
し
て
分
析
・
提
言
を
行
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
メ

ソ
ッ
ド
の
開
発
等
も
予
定
さ
れ
、
教
育
体
制
の
い
っ
そ
う
の
充
実
が
図
ら
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

第
三
節

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

研
究
科
の
特
徴
の
ひ
と
つ
は
、
他
の
大
学
院
に
先
駆
け
て
導
入
さ
れ
た
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
制
度
で
あ
る
。
社
会
に
出
た
そ
の
日
か

ら
戦
力
と
な
る
高
度
専
門
職
業
人
を
養
成
し
よ
う
と
の
観
点
か
ら
、
在
学
中
に
実
社
会
で
の
就
業
を
体
験
し
、
そ
の
経
験
を
通
し
て
そ

の
後
の
学
習
の
動
機
付
け
を
図
ろ
う
と
い
う
も
の
で
、
教
育
課
程
の
一
環
と
し
て
単
位
化
さ
れ
て
い
る
。
実
際
、
設
立
間
も
な
い
二
〇

〇
〇
年
八
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
第
一
期
生
四
名
が
そ
れ
ぞ
れ
読
売
新
聞
社
や
野
村
総
合
研
究
所
お
よ
び
大
手
メ
デ
ィ
ア
関
係
機
関
で

研
修
を
行
い
、
期
待
通
り
の
成
果
を
収
め
て
大
学
に
戻
っ
て
き
た
。
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第
四
節

社
会
と
の
連
携

研
究
科
の
も
う
ひ
と
つ
の
特
徴
は
、「
社
会
と
の
連
携
」
で
あ
る
。
社
会
人
へ
の
対
応
や
連
携
講
座
に
加
え
、
研
究
科
で
は
、
設
立

当
初
か
ら
積
極
的
に
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
公
開
講
座
の
実
施
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

二
〇
〇
〇
年
五
月
二
十
日
に
は
、
研
究
科
創
設
記
念
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
二
一
世
紀
の
国
際
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
像
を
求
め
て
」
が

本
学
学
術
交
流
会
館
大
講
堂
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。
一
般
市
民
を
は
じ
め
本
学
学
生
・
教
職
員
、
他
大
学
の
学
生
な
ど
約
二
〇
〇
人

の
聴
衆
と
と
も
に
、
国
際
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
が
抱
え
る
現
代
的
問
題
が
様
々
な
視
点
か
ら
分
析
さ
れ
た
。

ま
た
十
月
か
ら
十
二
月
に
か
け
て
は
言
語
文
化
部
と
の
共
同
で
公
開
講
座
「
広
告
・
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
を
読
む
」
を
開
講
、
野
村
総
合

研
究
所
の
客
員
も
含
め
一
一
名
の
教
官
が
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
で
企
業
の
広
報
活
動
の
現
状
や
広
告
・
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
の
位
置
づ
け
を
論

じ
た
。
ま
た
、
二
〇
〇
一
年
度
に
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
論
の
公
開
講
座
「
新
聞
の
読
み
方
・
書
き
方
」
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

第
五
節

二
一
世
紀
に
向
け
て

二
〇
〇
一
年
度
か
ら
は
、
科
目
担
当
教
官
を
さ
ら
に
増
や
し
、
教
育
の
い
っ
そ
う
の
充
実
を
見
込
ん
で
い
る
が
、
本
研
究
科
の
教
官

は
、
ほ
と
ん
ど
全
員
が
、
全
学
教
育
に
お
け
る
語
学
教
育
も
担
っ
て
い
る
。
年
間
平
均
一
〇
コ
マ
に
お
よ
ぶ
教
育
負
担
を
抱
え
た
上
で
、

語
学
教
育
の
更
な
る
充
実
と
大
学
院
教
育
の
成
功
の
た
め
に
は
、
幾
多
の
工
夫
と
全
学
か
ら
の
支
援
が
不
可
欠
で
あ
る
。
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あ
と
が
き

本
稿
は
、
第
一
章
を
久
保
美
織
が
、
第
二
章
を
遊
川
和
郎
が
執
筆
し
、
久
保
が
全
体
の
加
筆
・
調
整
を
行
っ
た
。
ま
た
、
最
終
段
階

で
竹
中
の
ぞ
み
が
加
筆
・
修
正
を
行
っ
た
。
言
語
文
化
部
の
高
橋
吉
文
先
生
、
宇
佐
見
森
吉
先
生
に
は
、
草
稿
段
階
か
ら
、
お
力
添
え

を
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
事
務
の
川
村
洋
城
氏
に
は
詳
し
い
年
表
を
作
成
し
て
い
た
だ
い
た
。
こ
こ
に
深
く
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

（
久
保
美
織
・
竹
中
の
ぞ
み
）
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年

表

一
九
九
七
（
平
９
）

４
・
１８

言
語
文
化
部
教
授
会
に
お
い
て
「
学
部
・
大
学
院
構
想
推
進

委
員
会
」
及
び
「
二
一
世
紀
の
外
国
語
教
育
の
あ
り
方
検
討

特
別
委
員
会
」
を
発
展
解
消
さ
せ
、「
大
学
院
構
想
推
進
委
員

会
」（
委
員
長
筑
和
正
格
教
授
）
を
設
置

一
九
九
八
（
平
１０
）

４
・
３

大
学
院
構
想
推
進
委
員
会
に
お
い
て
、
大
平
具
彦
教
授
及
び

杉
浦
秀
一
助
教
授
を
副
委
員
と
し
て
選
出

一
九
九
九
（
平
１１
）

４
・
６

大
学
院
構
想
推
進
委
員
会
に
お
い
て
、
筑
和
委
員
長
が
言
語

文
化
部
長
に
就
任
し
た
こ
と
に
伴
う
後
任
委
員
長
と
し
て
、

山
田
吉
二
郎
教
授
を
選
出

４
・
２８

大
学
院
構
想
に
関
す
る
文
部
省
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
実
施

５
・
２５

「
北
海
道
大
学
大
学
院
国
際
広
報
メ
デ
ィ
ア
研
究
科
（
独
立
研

究
科
）」
構
想
に
関
す
る
文
部
省
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
実
施

９
・
２９

評
議
会
に
お
い
て
、「
国
際
広
報
メ
デ
ィ
ア
研
究
科
新
設
に
関

す
る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
」（
座
長
冨
田
房
男
副
学
長
）
を

設
置

１０
・
４

大
学
設
置
・
学
校
法
人
審
議
会
に
よ
る
「
平
成
一
二
年
度
開

設
予
定
大
学
等
の
実
地
審
査
」
の
実
施

１０
・
２８

第
一
回
「
国
際
広
報
メ
デ
ィ
ア
研
究
科
新
設
に
関
す
る
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
」
開
催

１２
・
２４

「
大
学
設
置
・
学
校
法
人
審
議
会
に
よ
る
実
地
審
査
」
の
結
果
、

設
置
計
画
が
認
め
ら
れ
る

１２
・
２８

二
〇
〇
〇
（
平
成
一
二
）
年
度
概
算
事
項
と
し
て
、「
国
際
広

報
メ
デ
ィ
ア
研
究
科
（
独
立
研
究
科
）」
が
認
め
ら
れ
る

二
〇
〇
〇
年
（
平
１２
）

１
・
２６

評
議
会
に
お
い
て
、「
国
際
広
報
メ
デ
ィ
ア
研
究
科
新
設
に
関

す
る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
」
が
解
散
さ
れ
、「
国
際
広
報
メ

デ
ィ
ア
研
究
科
設
置
準
備
委
員
会
」（
委
員
長
冨
田
房
男
副
学

長
）
を
設
置

２
・
３

第
一
回
国
際
広
報
メ
デ
ィ
ア
研
究
科
設
置
準
備
委
員
会
開
催

２
・
９

第
二
回
国
際
広
報
メ
デ
ィ
ア
研
究
科
設
置
準
備
委
員
会
に
お

い
て
、
大
平
具
彦
教
授
を
「
研
究
科
長
予
定
者
」
と
し
て
選
出

２
・
２３

第
三
回
国
際
広
報
メ
デ
ィ
ア
研
究
科
設
置
準
備
委
員
会
に
お

い
て
、「
国
際
広
報
メ
デ
ィ
ア
研
究
科
教
授
会
に
関
す
る
暫
定

要
項
」
及
び
「
平
成
一
二
年
度
学
生
募
集
」
が
承
認
さ
れ
る

４
・
１

「
北
海
道
大
学
大
学
院
国
際
広
報
メ
デ
ィ
ア
研
究
科
」
新
設

言
語
文
化
部
よ
り
教
官
定
員
六
名
を
振
替

４
・
３

北
海
道
大
学
大
学
院
国
際
広
報
メ
デ
ィ
ア
研
究
科
開
設
式

４
・
４

第
一
回
教
授
会
開
催
「
国
際
広
報
メ
デ
ィ
ア
研
究
科
教
授
会

内
規
」
制
定

４
・
３

二
〇
〇
〇
（
平
成
一
二
）
年
度
学
生
募
集
（
〜
４
・
７
）

４
・
１５

二
〇
〇
〇
（
平
成
一
二
）
年
度
入
学
者
選
抜
試
験（
〜
４
・
１６
）

４
・
２１

合
格
者
発
表

５
・
１

第
一
回
入
学
式
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５
・
８

第
一
学
期
授
業
開
始

５
・
２０

第
一
回
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
二
一
世
紀
の
国
際
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ズ
ム
像
を
求
め
て
」
開
催

９
・
２２

第
一
学
期
終
了

１０
・
１６

研
究
科
設
立
記
念
式
典
、
記
念
講
演
会
、
祝
賀
会
開
催

１１
・
１１

二
〇
〇
一
（
平
成
一
三
）
年
度
入
学
者
選
抜
試
験
（
前
期
）

（
〜
１１
・
１２
）

二
〇
〇
一
年
（
平
１３
）

２
・
１７

二
〇
〇
一
（
平
成
一
三
）
年
度
入
学
者
選
抜
試
験
（
後
期
）

1047 国際広報メディア研究科




	国際広報メディア研究科
	第１章　国際広報メディア研究科の創設
	第２章　教育・研究体制とその特徴


